
 

［農業経営部門］                                               

２．集落の水田利用モデル策定支援ツール 

 

［要約］ 

集落営農設立予定の集落に対し、営農目的に応じた水田利用モデルを線形計画法で算出し、

集落営農設立に伴う経営的効果を提示できるツールを作成した。 

 

［担当］ 作物・経営研究室 

［連絡先］電話 086-955-0275 

［分類］ 技術 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

集落営農を設立する際に、集落営農の経営面での持続性や組合員への経営的な効果を不安視す

る農家も多く、設立に向けた合意形成や農地の集積が進まない原因となっている。そこで、営農

目的に応じた水田利用モデルを線形計画法で算出し、集落営農設立に伴う所得・労働時間の増減

等の経営的効果を提示できるツールを作成し、集落営農設立支援に資する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．水田利用モデルの作成には参加農家戸数、出役可能人数、水田面積及び作目別作付面積のデ

ータを入力する必要があるため、集落営農の参加予定者を対象にアンケート調査を行う。 

２．現状の作付面積を前提として、集落営農の目的を、最も省力的に作付けを行う「省力型」、

または、農地・労働力を活用して所得を最大化する「高収益型」から選択する。集落営農で水

稲以外の品目を導入する場合は、その品目も選定する。 

３．ツールを実行することで、目的に対して最適化された水田利用モデルが算出される。算出さ

れた水田利用モデルに基づき、集落全体及び農家の経営規模別で所得・労働時間の増減が出力

され集落営農参加による経営的効果を提示できる（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．このツールでは計算に、農業研究所で調査した規模別の経営調査の値と平成22年版農業経営

指導指標の値を用いている。 

２．このツールは、水稲、転作作物（小麦、大豆、黒大豆、稲ＷＣＳ、稲・麦・大豆の２年３作）、

園芸６品目（きゅうり、なす、スイートコーン、黒大豆枝豆、アスパラガス、たまねぎ）を事

前に組み込んでいる。作付けする品目は任意で追加、削除できる。  

３．このツールは、農家の経営規模別（0.5ha未満、0.5～1.0ha、1.0～3.0ha、3.0ha以上）に経営的

効果を算出する。個別農家の経営的効果が必要な場合は、前年度の主要成果「組合員を対象と

した集落営農による経営的効果の試算方法」を用いることで算出できる。 
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［具体的データ］ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

事前作業 ツール上での作業 
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研究課題名

予算区分：県単 

研究期間：2008～

研究担当者：井上智博・橋新

関連情報等：１）平成 22 年度試験

２）平成 21 年度試験研究主要成果、63-64 

利用者による直接作業 

アンケート調査の実施 

・参加農家戸数 

・出役可能人数 

・水田面積 

・作目別の作付面積 

モデル計算の準備 

・アンケート調査の 

結果入力 

・目的、作付品目 

の選択 

計算の実行及び結果の出力 

・水田利用モデルの算出 

（作付品目・割合） 

・集落営農設立による経営的効果の算出 

 （設立前後の労働時間、所得等の変化） 

ツールによる自動計算 

図１ ツール利用の流れ 

（
作
付
品
目
・
割
合
） 

水
田
利
用
モ
デ
ル 

（
労
働
時
間
、
所
得
等
の
変
化
） 

経
営
的
効
果 

集落営農設立前後の水田利用の変化
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集落の概要  

参加農家戸数 

12.2 戸

出役可能人数 

33.6 人

面積計 

6.3ha

図２ 「高収益型」出力例 
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図 集落営農設立前後の個別農家の労働時間の変化
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集落営農全体の労働時間・収支の変化

-38.6

設立前 設立後 設立前 設立後 設立前 設立後 設立前 設立後
売上 130.9 0.0 130.9 0.0 130.9 120.7 130.9 130.9
戸別所得補償 4.4 0.0 5.9 0.0 6.5 6.0 6.8 6.8
集落営農からの収入 134.4 134.4 127.0 126.4
収入計 135.3 134.4 136.8 134.4 137.4 253.7 137.7 264.1
経営費（減価償却費と修繕費除く） 95.2 0.0 77.8 0.0 58.9 54.3 54.7 54.7
減価償却費と修繕費 51.3 0.0 85.1 0.0 54.7 37.7 39.4 31.9
集落営農への支払 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.6 0.0 14.8
支出計 146.4 0.0 162.8 0.0 113.6 105.6 94.1 101.4
収支計 -11.1 -26.0134.4 134.4 23.8 148.0 43.6 162.7

単位：千円/10a

3.0ha以上

表　集落営農設立前後の規模別個別農家の10a当たり収支変化

0.5ha未満 0.5～1.0ha 1.0～3.0ha


